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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 3,523 9.1 △58 - 62 - 44 -

2021年３月期 3,230 △37.3 △711 - △478 - △690 -

（注）包括利益 2022年３月期 △79百万円 （-％） 2021年３月期 △436百万円（-％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 25.66 - 2.0 1.4 -

2021年３月期 △400.10 - - - -

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 4,390 2,220 50.6 1,287.41

2021年３月期 4,459 2,308 51.8 1,338.10

（参考）自己資本 2022年３月期 2,220百万円 2021年３月期 2,308百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2022年３月期 235 △36 △12 1,491

2021年３月期 △472 △29 606 1,304

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 - 0.00 - 0.00 0.00 - - -

2022年３月期 - 0.00 - 0.00 0.00 - - -

2023年３月期
（予想）

- 0.00 - - - -

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 1,644 11.5 △109 － △96 － △106 - △61.45

通期 3,769 7.0 117 － 125 101.6 105 138.6 60.87

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）連結財政状態

  （３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）2023年3月期の配当につきましては未定とさせていただきます。

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）



①78期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期 1,804,471株 2021年３月期 1,804,471株
②78期末自己株式数 2022年３月期 79,405株 2021年３月期 79,325株
③78期中平均株式数 2022年３月期 1,725,115株 2021年３月期 1,725,200株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2022年３月期 229 △15.5 △54 - 30 - 30 -

2021年３月期 271 △7.7 △25 - △533 - △590 -

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2022年３月期 17.85 -
2021年３月期 △342.18 -

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 3,502 2,285 65.3 1,324.97

2021年３月期 3,382 2,377 70.3 1,378.42

（参考）自己資本 2022年３月期 2,285百万円 2021年３月期 2,377百万円

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無
新規  -社  （社名）-、除外  -社  （社名）-

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
　2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である判断す
る一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と
なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P4「１．経営成績等の概況(4)今後の
の見通し」をご覧ください。
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売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

 2022年3月期（百万円） 3,523 △58 62 44

 2021年3月期（百万円） 3,230 △711 △478 △690

 前期比（％） 109.1 ― ― ―

区　分
第77期（前期）

2021年3月期

第78期（当期）

2022年3月期
前年同期比

小 売 事 業 1,785,733 55.3％ 2,030,717 57.6% 13.7%

卸 売 事 業 847,841 26.2％ 914,173 26.0% 7.8%

受 託 縫 製 事 業 592,103 18.3％ 574,479 16.3% △2.9%

そ の 他 4,330 0.1％ 4,320 0.1% △0.2%

合 計 3,230,009 100.0％ 3,523,690 100.0% 9.0％

１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、引き続き新型コロナ感染症の変異・拡大する中で、緊急事態宣言やまん延防止

措置等重点措置が発出され、経済活動は停滞しました。個人消費は2021年10月以降緊急事態宣言が解除され、改善の動き

が見られましたが、年明け以降国際的な政情不安が高まる中で、先行き不透明感が増しています。

小売業界におきましては、引き続き在宅勤務など就労スタイルの多様化が進む中で、個人消費の二極化が進み、特に主

にスーツを取り扱う当社グループは厳しい環境が続きました。

このような環境の中で当社グループは、第77期に実施したコスト削減による損益の改善に努めてまいりました。秋には

一層のコスト削減を図る為、本部のスリム化、ワンフロア化を実施しました。一方で就労スタイルの変化に対応すべく、

在宅勤務にも対応したストレスフリーなスーツ「Utility:Ultra Light Order」の取扱を新たに開始しました。

また、各地域に密着した対応をスピード感を持って機動的に推進するため、昨年4月1日付で分社化を行いました。

グループの店舗数につきましては、㈱ウィングロード25店舗、㈱銀座山形屋トレーディング西日本１店舗の計26店舗で

期中に出退店はありませんでした。

　以上の結果、当連結会計年度の売上高は35億23百万円（前年同期比9.1％増）と前連結会計年度を上回り、売上総利益

につきましても19億45百万円（前年同期比34.8％増）と前連結会計年度を上回りました。また営業損益につきましては、

販売費及び一般管理費を20億３百万円（前年同期比7.0減）と前年よりも削減することはできましたが、58百万円の営業

損失（前年同期は７億11百万円の営業損失）となりました。

経常損益につきましては、雇用調整助成金等の収入により62百万円の経常利益（前年同期は経常損失４億78百万円）と

なりました。また親会社に帰属する当期純利益は44百万円となりました。。

事業別売上状況

（小売事業）

　小売事業つきましては、緊急事態宣言が発出されるなかで、上半期は厳しい状況が続きました。その後、秋口に改善の

　動きが見られましたが、年度間通じては回復力が鈍い状況が続きました。

（卸売事業）

　卸売事業につきましては、上半期に予定されていた催事が緊急事態宣言発出により延期され、厳しい状況が続きました

　が、秋口以降は予定通り催事を開催することが出来、年度間を通じては概ね順調に推移しました。

（受託縫製事業）

　小売事業と同じく、受託先が緊急事態宣言発出され販売が苦戦する中、受託縫製事業も上半期は厳しい状況が続きまし

　た。その後、秋口に改善の動きが見られましたが、年度間通じては回復力が鈍い状況が続きました。

　事業別売上高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

(2）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末と比較して68百万円減少し、43億90百万円となりました。

　資産の部では、流動資産が前連結会計年度末と比較して１億１百万円増加しました。主に現金及び預金が増加したもの

であります。

　固定資産は前連結会計年度末と比較して１億70百万円減少しました。主な要因は投資有価証券の評価額が減少したもの

であります。

　負債の部では、前連結会計年度末と比較して18百万円増加し21億69百万円となりました。これは、主に買掛金が増加し

たものであります。

　純資産の部においては、親会社株主に帰属する当期純利益44百万円の結果により、当連結会計年度末の株主資本は、前
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連結会計年度と比較して36百万円の増加となりました。

　また、その他有価証券評価差額金は１億24百万円の減少でありました。

(3）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物は14億91百万円であり、前連結会計年度末に比べ１億86百万円増加いた

しました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フロ－は２億35百万円の収入となりました。これは税金等調整前当期純利益39百万円及び

減価償却費52百万円の計上をした他、未収消費税の増加87百万円、棚卸資産の減少62百万円等によるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは36百万円の支出となりました。これは主に店舗改装や照明のＬＥＤ化のための設

備投資等によるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは12百万円の支出となりました。これはリース債務の返済等によるものでありま

す。
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売上高 営業利益 経常利益

当期純利益

(親会社株主に帰属

する当期純利益)

 2023年3月期（百万円） 3,769 117 125 105

 2022年3月期（百万円） 3,523 △58 62 44

 前期比（％） 107.0 ― 201.6 238.6

(4）今後の見通し

　今後の見通しにつきましては、新型コロナウィルスの収束見通しを予測することが困難な中ですが、徐々に平時に戻り

つつも、一定の在宅勤務、巣篭り需要は継続するものと想定されます。このような環境下において、当社グループは引き

続き「メイドインジャパン」にこだわり、「オーダーメイドのプロ」としてお客様満足度の向上に努めてまいります。そ

してメインブランドの「銀座山形屋ブランド」の「着易く・はき易い」服作りを磨いてまいります。合わせてイタリアン

テイストブランドである「サルトリアプロメッサブランド」、女性向けの「ミスターナブランド」、20歳代後半をターゲ

ットにした「ブレフブランド」の展開により、引き続き新たな顧客層の開拓に努めてまいります。また「ＧＩＮＺＡ Ｙ

ＡＭＡＧＡＴＡＹＡ(ギンザヤマガタヤ）」、「Sartoria Promessa（サトリアプロメッサ）」では今春より在宅勤務にも

対応したストレスフリーなスーツ「Utility:Ultra Light Order」の取扱を新たに開始しました。

(5）利益配分に関する基本方針及び当期の配当

  　当社は、利益配分につきましては、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題と位置付けております。そのため

に、当社は継続的な「成長性の創造」と「株主価値」の最大化を目指すことで企業発展の源泉として利益確保に努めると

ともに、株主の皆様に対して適正かつ安定した利益配分を継続することを基本方針としております。  当社は、期末配当

の年1回の剰余金の配当を行うことを基本方針としており、決定機関は株主総会であります。また内部留保につきまして

は、将来の経営基盤拡大にむけた、新技術・新製品の開発、戦略的な人材開発、教育とともに、生産設備の拡充等の原資

とするほか、中長期的な成長戦略の原資としての有効活用及び業績向上を図ってまいります。

  しかしながら、引き続き新型コロナウィルス感染症の及ぼす影響が大きいことから、誠に遺憾ながら期末配当につきま

しては無配とさせて頂きます。

　次期配当につきましてもこのような状況下、先行き不透明であること及び利益剰余金のマイナス分を全額を回復するこ

とができていない状況であることから、現時点では未定とさせて頂きます。

　なお、当社は、「取締役会の決議により、毎年9月30日を基準日として中間配当を行うことが出来る。」旨を定款に定

めております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

  当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準を採用す

ることとしております。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,304,969 1,491,896

受取手形及び売掛金 380,724 384,384

商品及び製品 147,708 106,436

仕掛品 17,540 19,766

原材料 114,618 91,464

その他 100,562 74,069

貸倒引当金 △2,079 △2,304

流動資産合計 2,064,044 2,165,713

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 836,888 831,769

減価償却累計額 △715,454 △727,256

建物及び構築物（純額） 121,434 104,512

機械装置及び運搬具 794,348 799,877

減価償却累計額 △759,391 △773,113

機械装置及び運搬具（純額） 34,957 26,764

工具、器具及び備品 88,784 90,894

減価償却累計額 △79,499 △82,902

工具、器具及び備品（純額） 9,284 7,992

土地 137,755 137,755

リース資産 7,000 7,000

減価償却累計額 △7,000 △7,000

リース資産（純額） - -

有形固定資産合計 303,432 277,025

無形固定資産

ソフトウエア 96,338 76,761

ソフトウエア仮勘定 - -

電話加入権 2,243 2,243

無形固定資産合計 98,582 79,004

投資その他の資産

投資有価証券 1,292,987 1,177,544

敷金及び保証金 567,130 551,084

繰延税金資産 4,265 8,405

その他 138,036 131,962

貸倒引当金 △8,831 -

投資その他の資産合計 1,993,589 1,868,997

固定資産合計 2,395,604 2,225,027

資産合計 4,459,648 4,390,741

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 122,801 140,513

未払金 101,114 75,651

リース債務 12,031 8,650

１年内返済予定の長期借入金 - 138,066

未払法人税等 8,153 21,703

未払消費税等 8,345 96,338

ポイント引当金 42,561 -

資産除去債務 2,762 -

その他 363,913 349,763

流動負債合計 661,683 830,687

固定負債

リース債務 14,835 6,184

繰延税金負債 31,920 26,643

長期借入金 620,000 481,934

役員退職慰労引当金 111,934 110,152

退職給付に係る負債 506,659 510,920

預り保証金 11,260 10,160

資産除去債務 192,933 193,190

固定負債合計 1,489,543 1,339,185

負債合計 2,151,226 2,169,873

純資産の部

株主資本

資本金 2,727,560 2,727,560

利益剰余金 △541,043 △504,514

自己株式 △81,430 △81,495

株主資本合計 2,105,086 2,141,551

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 203,335 79,316

その他の包括利益累計額合計 203,335 79,316

純資産合計 2,308,421 2,220,867

負債純資産合計 4,459,648 4,390,741
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高

製商品売上高 2,758,794 3,072,417

受託加工売上高 471,214 451,272

売上高合計 3,230,009 3,523,690

売上原価

製商品売上原価 1,376,698 1,229,422

受託加工売上原価 410,004 348,579

売上原価合計 1,786,703 1,578,002

売上総利益 1,443,306 1,945,688

販売費及び一般管理費

販売手数料 70,391 65,293

広告宣伝費 79,731 57,967

給料及び手当 933,505 843,287

退職給付費用 47,183 45,754

減価償却費 39,762 34,644

賃借料 388,500 372,313

その他 595,930 584,541

販売費及び一般管理費合計 2,155,004 2,003,802

営業損失（△） △711,698 △58,114

営業外収益

受取利息 94 89

受取配当金 29,911 32,699

受取手数料 9,899 9,655

助成金収入 187,667 57,268

受取保険料 886 -

債務勘定整理益 - 13,014

雑収入 10,826 14,483

営業外収益合計 239,286 127,210

営業外費用

支払利息 2,608 4,336

修理費 790 -

業務委託費 2,400 1,961

雑損失 16 74

営業外費用合計 5,814 6,372

経常利益又は経常損失（△） △478,226 62,724

特別損失

減損損失 166,271 23,208

投資有価証券評価損 7,018 -

固定資産除却損 2,589 -

事業整理損 59,023 -

店舗閉鎖損失 10,366 -

特別損失合計 245,269 23,208

税金等調整前当期純損失（△） △723,495 39,515

法人税、住民税及び事業税 8,539 11,927

法人税等還付税額 △5,539 -

法人税等調整額 △36,242 △16,684

法人税等合計 △33,242 △4,756

当期純利益又は当期純損失（△） △690,253 44,272

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△）
△690,253 44,272

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △690,253 44,272

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 253,356 △124,019

その他の包括利益合計 253,356 △124,019

包括利益 △436,896 △79,746

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △436,896 △79,746

（連結包括利益計算書）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,727,560 149,209 △81,325 2,795,445

会計方針の変更による累積
的影響額

- - - -

会計方針の変更を反映した当
期首残高

2,727,560 149,209 △81,325 2,795,445

当期変動額

親会社株主に帰属する当期
純利益又は親会社株主に帰
属する当期純損失（△）

- △690,253 - △690,253

自己株式の取得 - - △105 △105

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

- - - -

当期変動額合計 - △690,253 △105 △690,358

当期末残高 2,727,560 △541,043 △81,430 2,105,086

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 △50,021 △50,021 2,745,424

会計方針の変更による累積
的影響額

- - -

会計方針の変更を反映した当
期首残高

△50,021 △50,021 2,745,424

当期変動額

親会社株主に帰属する当期
純利益又は親会社株主に帰
属する当期純損失（△）

- - △690,253

自己株式の取得 - - △105

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

253,356 253,356 253,356

当期変動額合計 253,356 253,356 △437,002

当期末残高 203,335 203,335 2,308,421

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,727,560 △541,043 △81,430 2,105,086

会計方針の変更による累積
的影響額

- △7,742 - △7,742

会計方針の変更を反映した当
期首残高

2,727,560 △548,786 △81,430 2,097,344

当期変動額

親会社株主に帰属する当期
純利益又は親会社株主に帰
属する当期純損失（△）

- 44,272 - 44,272

自己株式の取得 - - △64 △64

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

- - - -

当期変動額合計 - 44,272 △64 44,207

当期末残高 2,727,560 △504,514 △81,495 2,141,551

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 203,335 203,335 2,308,421

会計方針の変更による累積
的影響額

- - △7,742

会計方針の変更を反映した当
期首残高

203,335 203,335 2,300,679

当期変動額

親会社株主に帰属する当期
純利益又は親会社株主に帰
属する当期純損失（△）

- - 44,272

自己株式の取得 - - △64

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△124,019 △124,019 △124,019

当期変動額合計 △124,019 △124,019 △79,811

当期末残高 79,316 79,316 2,220,867

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自 2020年４月１日
  至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日

  至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純損失（△） △723,495 39,515

減価償却費 61,399 52,085

減損損失 166,271 23,208

事業整理損 59,023 -

店舗閉鎖損失 10,366 -

投資有価証券評価損益（△は益） 7,018 -

助成金収入 △187,667 △57,268

固定資産除却損 2,589 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,175 △8,606

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △61,337 4,260

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,762 △1,782

受取利息及び受取配当金 △30,006 △32,788

支払利息 2,608 4,336

売上債権の増減額（△は増加） 139,611 5,171

棚卸資産の増減額（△は増加） 98,716 62,199

仕入債務の増減額（△は減少） △62,709 17,712

未払金の増減額（△は減少） △13,405 △13,950

未払消費税等の増減額（△は減少） △34,853 25,807

未収消費税等の増減額（△は増加） △41,723 87,993

前受金の増減額（△は減少） 31,884 △21,535

預り金の増減額（△は減少） △8,913 △14,959

その他 △28,537 △23,260

小計 △608,574 148,139

利息及び配当金の受取額 30,006 32,788

利息の支払額 △2,608 △4,336

事業整理損失の支払額 △59,023 -

店舗閉鎖損失の支払額 △10,366 -

法人税等の支払額 △9,908 1,659

助成金の受取額 187,667 57,268

営業活動によるキャッシュ・フロー △472,807 235,519

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △63,660 △43,836

無形固定資産の取得による支出 △55,311 -

投資有価証券の取得による支出 △1,266 △1,308

資産除去債務の履行による支出 △38,062 -

差入保証金及び敷金の預入による支出 △818 △4,029

差入保証金及び敷金の返還による収入 131,498 15,075

その他 △2,337 △2,354

投資活動によるキャッシュ・フロー △29,958 △36,454

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 620,000 -

自己株式の取得による支出 △105 △64

配当金の支払額 △141 △43

リース債務の返済による支出 △12,974 △12,031

財務活動によるキャッシュ・フロー 606,779 △12,139

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 104,014 186,927

現金及び現金同等物の期首残高 1,200,955 1,304,969

現金及び現金同等物の期末残高 1,304,969 1,491,896

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１. 連結の範囲に関する事項
連結子会社の数　8社
主要な連結子会社名は、日本ソーイング㈱、日本ソーイング福岡㈱、日本ソ－イング東京受注センター㈱、㈱ウ
ィングロード、㈱銀座山形屋トレーディング、㈱銀座山形屋トレーディング北日本、㈱銀座山形屋トレーディン
グ西日本、ファクトリー玉野㈱であります。
2021年4月１日付で、日本ソーイング株式会社は同社を分離元企業として、日本ソーイング福岡株式会社および
日本ソーイング東京受注センター株式会社へ新設分割を行っております。また同日付で、株式会社銀座山形屋ト
レーディングは同社を分離元企業として、株式会社銀座山形屋トレーディング北日本および株式会社銀座山形屋
トレーディング西日本へ新設分割を行っております。
なお、子会社はすべて連結されております。

２. 持分法の適用に関する事項
 該当事項はありません。

３. 連結子会社の事業年度に関する事項
 すべての連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

４. 会計方針に関する事項
(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券
その他有価証券

時価のあるもの
　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均
法により算定）によっております。

時価のないもの
　移動平均法による原価法によっております。

②　たな卸資産

商品・・・・・・・・品番別個別法及びランク別総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基
　　　　　　　　　　づく簿価切下げの方法）
製品及び仕掛品・・・総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
原材料・・・・・・・最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法
①　有形固定資産（リ－ス資産を除く）

　定率法によっております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに
2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっております。
　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

 　　　　建物及び構築物　　　　４～50年

 　　　　機械装置及び運搬具　　２～７年

 　　　　工具、器具及び備品　　２～10年

②　無形固定資産 （リ－ス資産を除く）
　定額法を採用しております。
　　なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

③　リ－ス資産
　所有権移転外ファイナンス・リ－ス取引に係るリ－ス資産

　リ－ス期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
(3）重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金
　債権の貸倒による損失に備えるため、回収不能見込額を計上しております。
　 ａ　 一般債権
　　　貸倒実績率法によっております。
　 ｂ　 貸倒懸念債権及び破産更生債権等
　　　個別に回収可能性を検討し回収不能見込額を計上しております。

②　役員退職慰労引当金
　役員の退職による退職慰労金支給に備えるため、支給内規に基づく期末要支給額を計上しております。
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(4）退職給付に係る会計処理の方法
　当社及び連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要
支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(5）重要な収益及び費用の計上基準
　当社は、オーダー紳士・婦人服・カジュアル洋品の販売をしており、商品の販売に関わる顧客との契約か
ら収益を認識しております。商品の販売については、引渡時点において顧客が当該商品に対する支配の獲得
により履行義務が充足されると判断し、主として顧客への引渡時に収益を認識しております。
　商品の販売において銀座山形屋メンバーズカードによるカスタマー・ロイヤリティ・プログラムを提供し
ており、会員の購入金額に応じてポイントを付与し、50ポイントを5,000円として利用できることとしており
ます。付与したポイントを履行義務として認識し、将来の失効見込み等を考慮して算定された独立販売価格
を基礎として取引価格の配分を行っております。

(6）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲
　手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスク
しか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

(6）その他の連結財務諸表作成のための重要な事項
①　消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

②　連結納税制度の適用

　連結納税制度を適用しております。

③　連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用

　当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において
創設されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行
われた項目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取
扱い」（実務対応報告第39号  2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適
用指針」（企業会計基準適用指針第28号  2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰
延税金負債の額について、改正前の税法の規定に基づいております。
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（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。） 

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財 又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

 収益認識会計基準等の適用による変更点は、当社は銀座山形屋メンバーズカードによるカスタマー・ロイヤリ

ティ・プログラムを提供しており、会員の購入金額に応じてポイントを付与し、50ポイントを5,000円として利

用出 来ることとしております。従来は、付与したポイントの利用に備えるため、将来利用されると見込まれる

額をポイント引当金として計上し、ポイント引当金繰入額を販売費及び一般管理費として処理しておりました

が、付与した ポイントを履行義務として識別し、将来の失効見込み等を考慮して算定された独立販売価格を基

礎として取引価格 の配分を行う方法に変更しております。

 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従

ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識

会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約

変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

 この結果、当連結会計年度の売上高は19,119千円増加し、販売費及び一般管理費は11,376千円増加し、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ7,742千円増加しております。また、利益剰余金の当期

首残高は7,742千円減少しております。

 収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示してい

た「ポイント引当金」は、第１四半期連結会計期間より「契約負債」として「流動負債」の「その他」に含めて

表示することといたしました。

 なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020

年３月 31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益 

を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

 「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。
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　前連結会計年度
（自　2020年４月１日

　　至　2021年３月31日）

　当連結会計年度
（自　2021年４月１日

　　至　2022年３月31日）

130,962千円 39,461千円

用途 種類 場所

店舗・営業所
建物及び構築物、工具、器具及び備品、

リース資産
東京都北区他11件

遊休資産
土地、建物及び構築物、工具、器具及び

備品
北海道芦別市

用途 種類 場所

店舗・縫製工場
建物及び構築物、工具、器具及び備品、

機械装置及び運搬具
埼玉県上尾市他7件

（連結損益計算書関係）

※１.　期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含まれてお

　　　ります。

※２.　助成金収入の主要な項目は次のとおりであります。

Ⅰ　前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

　新型コロナウィルス感染症に係る雇用調整助成金、持続化給付金及び家賃支援給付金並びに企業振興促進条例に基づ

く助成金等であります。

Ⅱ　当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

　主に新型コロナウィルス感染症に係る雇用調整助成金等であります。

※３.　減損損失

　当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

　　前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として店舗、営業所及び縫製工場を基本単位としてグル

ーピングしております。ただし、将来の使用が見込まれない遊休資産は、個別の資産グル－プとしております。

店舗・営業所

　営業活動から生ずる損益が継続してマイナスであり、また継続してマイナスとなる見込みである店舗・営業所につ

いて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（109,338千円、内訳：建物及び構築物79,103千

円、工具器具及び備品4,520千円、リース資産25,715千円）として特別損失に計上いたしました。なお、回収可能価

額は使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローに基づく評価額がマイナスであるため、回収可能価額は

零として算定しております。

遊休資産

閉鎖を決定した北海道工場の資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（56,932

千円、内訳：土地55,067千円、建物及び構築物1,271千円、工具器具及び備品592千円）として特別損失に計上いたし

ました。なお、回収可能価額は正味売却価格で測定し、零として算定しております。

　　当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として店舗、営業所及び縫製工場を基本単位としてグル

ーピングしております。ただし、将来の使用が見込まれない遊休資産は、個別の資産グル－プとしております。

店舗・縫製工場

　営業活動から生ずる損益が継続してマイナスであり、また継続してマイナスとなる見込みである店舗・営業所・縫

製工場について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（23,208千円、内訳：建物及び構築物

22,132千円、工具器具及び備品862千円、機械装置及び運搬具214千円）として特別損失に計上いたしました。なお、

回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローに基づく評価額がマイナスであるため、回収

可能価額は零として算定しております。
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前連結会計年度
（自　2020年４月１日

至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

その他有価証券評価差額金：

当期発生額 259,370千円 △116,751千円

組み換え調整額 7,018 -

税効果調整前 266,388 △116,751

税効果額 △13,032 △7,267

その他有価証券評価差額金 253,356 △124,019

  その他の包括利益合計 253,356 △124,019

（連結包括利益計算書関係）

※　その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

当連結会計年度期首株
式数（株）

当連結会計年度増加株式
数（株）

当連結会計年度減少株式
数（株）

当連結会計年度末株式
数（株）

発行済株式

普通株式 1,804,471 － － 1,804,471

合計 1,804,471 － － 1,804,471

自己株式

普通株式(注) 79,218 107 － 79,325

合計 79,218 107 － 79,325

（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 (注) 普通株式の自己株式の株式数の増加107株は、単元未満株式の買増請求によるものであります。

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

　　　　該当事項はありません。

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

　　　　該当事項はありません。
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当連結会計年度期首株
式数（株）

当連結会計年度増加株式
数（株）

当連結会計年度減少株式
数（株）

当連結会計年度末株式
数（株）

発行済株式

普通株式 1,804,471 － － 1,804,471

合計 1,804,471 － － 1,804,471

自己株式

普通株式(注) 79,325 80 － 79,405

合計 79,325 80 － 79,405

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 (注) 普通株式の自己株式の株式数の増加80株は、単元未満株式の買増請求によるものであります。

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

　　　　該当事項はありません。

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

　　　　該当事項はありません。

前連結会計年度
（自  2020年４月１日

至  2021年３月31日）

当連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

現金及び預金勘定 1,304,969千円 1,491,896千円

現金及び現金同等物 1,304,969 1,491,896

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
小売事業 卸売事業

受託縫製
事業

売上高

外部顧客への売上高 1,785,733 847,841 592,103 3,225,679

セグメント間の内部売上高又は
振替高 - - 1,189,930 1,189,930

計 1,785,733 847,841 1,782,033 4,415,609

セグメント損失（△） △302,242 △105,873 △279,672 △687,788

セグメント資産 875,640 544,656 654,234 2,074,531

その他の項目

減価償却費 9,762 7,771 18,552 36,087

有形固定資産及び無形固定資産
の増加額 19,734 2,921 3,176 25,832

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、持株会社としてグループ全体の戦略を担い、子会社7社は「小売事業」「卸売事業」「受託縫製事

業」を展開しております。

「小売事業」は、主に店舗等においてオーダー紳士・婦人服、カジュアル洋品の小売販売を行っておりま

す。「卸売事業」は、主にオーダー紳士・婦人服の卸販売を行っております。「受託縫製事業」は、主に紳

士・婦人服の受託縫製加工・販売を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と同様であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

　セグメント間の内部売上高は、市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

   前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
小売事業 卸売事業

受託縫製
事業

売上高

外部顧客への売上高 2,030,717 914,173 574,479 3,519,370

セグメント間の内部売上高又は
振替高 - - 1,287,096 1,287,096

計 2,030,717 914,173 1,861,575 4,806,466

セグメント損失（△） △16,434 △811 13,229 △4,015

セグメント資産 745,661 615,990 792,459 2,154,111

その他の項目

減価償却費 5,063 - 15,275 20,339

有形固定資産及び無形固定資産
の増加額 20,790 - 9,918 30,708

売上高
前連結会計年度

（自　2020年４月１日
至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

報告セグメント計 4,415,609 4,806,466

セグメント間取引消去 △1,189,930 △1,287,096

全社収益 4,330 4,320

連結財務諸表の売上高 3,230,009 3,523,690

利益
前連結会計年度

（自　2020年４月１日
至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

報告セグメント計 △687,788 △4,015

棚卸資産の調整額 1,656 416

その他の調整額 - -

全社収益(注1.) 271,317 229,290

全社費用(注2.) △296,884 △283,804

連結財務諸表の営業損失（△） △711,698 △58,114

   当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

   ４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

（注1.）全社収益は、主に当社におけるグループ会社からの経営指導料、不動産賃貸収入等であります。 　　　

（注2.）全社費用は、主に当社におけるグループ管理に係る費用であります。
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資産
前連結会計年度

（2021年３月31日）
当連結会計年度

（2022年３月31日）

報告セグメント計 2,074,531 2,154,111

その他の調整額 △886,178 △1,057,025

本社管理部門に対する債権の相殺消去 △111,000 △208,376

全社資産　(注) 3,382,295 3,502,032

連結財務諸表の資産合計 4,459,648 4,390,741

その他の項目

報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額

前 連 結
会計年度

当 連 結
会計年度

前 連 結
会計年度

当 連 結
会計年度

前 連 結
会計年度

当 連 結
会計年度

減価償却費 36,087 20,339 25,312 31,745 61,399 52,085

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額
25,832 30,708 21,286 1,651 47,119 32,359

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

(注)　全社資産は、当社での余資運用資金(現金及び預金)、長期投資資金(投資有価証券)及び管理部門に係る

　　　資産等です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
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オーダー
紳士服

オーダー
婦人服

既製洋品 その他 合計

外部顧客への売上高 2,605,633 236,423 327,656 60,297 3,230,009

オーダー
紳士服

オーダー
婦人服

既製洋品 その他 合計

外部顧客への売上高 2,851,663 299,532 368,171 4,320 3,523,690

(単位:千円)

小売事業 卸売事業 受託縫製事業 全社・消去 合計

減損損失 83,592 25,215 1,123 56,339 166,271

(単位:千円)

小売事業 卸売事業 受託縫製事業 全社・消去 合計

減損損失 22,994 - 214 - 23,208

【関連情報】

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)

　　　　　　２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2）有形固定資産

　本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10%以上を占める相手がないため、記載はあり

ません。

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)

　　　　　　２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2）有形固定資産

　本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10%以上を占める相手がないため、記載はあり

ません。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

　　　　　　（注）「全社・消去」の金額は、セグメントに帰属しない全社資産に係る減損損失であります。
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】
前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

　該当事項はありません。

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

　該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

　該当事項はありません。

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

　該当事項はありません。
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前連結会計年度
（自  2020年４月１日

至  2021年３月31日）

当連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

１株当たり純資産額 1,338円10銭 1,287円41銭

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失

（△）
△400円10銭 25円66銭

 前連結会計年度
（自　2020年４月 1日

    至　2021年３月31日）

 当連結会計年度
（自　2021年４月 1日

    至　2022年３月31日）

 親会社株主に帰属する当期純利益又は当期純損失（△）

（千円）
△690,253 44,272

 普通株主に帰属しない金額（千円） － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益又は

　当期純損失（△）（千円）
△690,253 44,272

 普通株式の期中平均株式数（千株） 1,725 1,725

前連結会計年度
   （2021年３月31日）

当連結会計年度
   （2022年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 2,308,421 2,220,867

純資産の部の合計額から控除する金額

（千円）
－ －

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 2,308,421 2,220,867

１株当たり純資産額の算定に用いられた

期末の普通株式の数（千株）
1,725 1,725

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益及び当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　　　３.　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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